
［月刊］ 198碑 6月18日第三種郵便掴忍可

No. 59 

〒150東京都渋谷区渋谷2-5-9バル青山502

トマ喰い虫社

ヽ 會
~03(498)6095/045(563)5101 

fAX.045(563)9907 

90 9 20 
定価 100円 トマホーク艦モーヒルベイに迫る平和船団（ 7. 3 0 ョコスカ）

トマ喰い虫社分室の電話
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●新番号電話 045(563)5101

FAX 045(563)9907 
郵便振替口座名も変更
●新口座名 ←トマ喰い虫社」

お間違えなく！

平和船団の夏／スウェーデン、第二のニュー

ジーランドに！ ／激動する太平洋（ロペティ

・セニトゥリ） ／イラク事態と在日米軍基地

／各地から
（再生紙使用）

［発行］トマホークの配備を許すな！全国運動

●維持会員（月間会費） ●参加会員（月間会晋） ●通信会員

団体 1口 2000円 団体 1口 1000円 年間 1口

個人 1口 1000円 個人 1口 500円 2000円

あなたも仲間に！ （会費は本誌購読料を含みます，
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2年後には
研一

弟—のニュー
ランドに！
与党が核艦船
拒否を決議

‘‘‘ ン一

中
を
さ
ぐ
ろ
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「
そ
の
日
ま
で
」

の
連
動
を
！

新
倉
裕
史

（
非
核
市
民
宣
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ

ろノ

平和船団のエンジンボート（右上） ／チャーター船に
よる抗議行動（左） ／広島原爆ドーム前での座り込み

（いずれも 8月25日）

●
「

N
E
P
A
の
会
」
ニ
ュ
ー
ス
第

+
―
二
号
（
九
月
六
日
発
行
）
よ
り

（
タ
イ
ト
ル
は
編
集
部
）

●
今
年
の
夏
、
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
艦
二
隻
が
新
し

く
横
須
賀
を
母
港
に
し
た
。
中
東
の
「
戦
争
気
運
」

に
は
げ
ま
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
国
に
据
え
ら
れ

た
戦
争
の
機
械
は
ま
た
一
回
り
大
き
く
な
っ
た
。

こ
こ
に
も
う
一
っ
「
一
回
り
大
き
く
な
っ
た
」
も

の
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
平
和
船
団
」
。
成
功
も
あ

り
、
失
敗
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
将
来
へ
の
確
か

な
手
応
え
を
残
し
た
夏
だ
っ
た
。

●
ヨ
コ
ス
カ
平
和
船
団
に
呼
応
し
て
、
反
ト
マ
全

国
運
動
は
、
非
核
県
民
運
動
、
神
奈
川
県
高
教
組

と
共
同
で
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
入
港
に
チ
ャ
ー
タ
ー
船

に
よ
る
抗
議
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
カ
ン
パ
を
送

っ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

。

（

た

）

七
月
三
十
日
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
の
イ
ー
ジ
ス
艦
モ

ー
ビ
ル
ベ
イ
入
港
。
「
平
和
船
団
」
は
グ
リ
ー
ン
・

ピ
ー
ス
の
エ
ン
ジ
ン
・
ボ
ー
ト
を
含
め
て
十
二
隻
。

入
港
の
一
＿
一
時
間
前
か
ら
の
行
動
開
始
が
功
を
奏
し
、

モ
ー
ビ
ル
・
ベ
イ
よ
り
先
に
港
口
に
到
着
し
た
，
か

ね
て
の
打
ち
合
わ
せ
の
と
お
り
、
港
の
入
り
口
を
ふ

さ
ぐ
よ
う
に
十
二
隻
の
ボ
ー
ト
が
一
列
に
な
ら
ぶ
。

驚
い
た
こ
と
に
た
い
し
た
妨
害
も
な
く
、
ほ
ぼ
考
え

て
い
た
よ
う
に
動
く
こ
と
が
で
き
た
◇
振
り
向
く
と
、

モ
ー
ビ
ル
ベ
イ
は
艦
首
を
こ
ち
ら
に
向
け
、
こ
の
ま

ま
行
け
ば
し
っ
か
り
ぶ
つ
か
る
と
い
う
位
置
関
係
。

船
団
長
の
「
み
ど
り
丸
」
は
ピ
ー
ス
・
マ
ー
ク
を
は

た
め
か
せ
て
モ
ー
ビ
ル
ベ
イ
の
行
路
を
横
切
る
。
放

射
能
マ
ー
ク
を
掲
げ
た
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
エ
ン
ジ

ン
・
ボ
ー
ト
も
接
近
し
て
の
伴
走
を

Vヽ
り
か
え
す
ウ

モ
ー
ビ
ル
ベ
イ
が
放
射
能
マ
ー
ク
を
つ
け
て
「
核
付

ョ
コ
ス
カ
平
和
船
団
秋
の
行
事
●
秋
季
総
合
演
習
（
九
月
三
0
日
午
前
十
時
・
横
須
賀
臨
海
公
園
集
合
）
●
軍
港
釣
り
大
会
（
十
月
十
日
）

北
欧
に
「
第
二
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
」
が
生
ま

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
与
党
社
会

民
主
労
働
党
は
九
月
十
六
日
の
党
大
会
で
、
核
兵
器

を
搭
載
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
い
外
国
艦
船

の
寄
港
を
拒
否
す
る
措
置
を
二
年
以
内
に
実
施
す
る

決
議
を
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
は
従
来
も
核
兵

器
積
載
艦
船
の
寄
港
拒
否
政
策
を
と
っ
て
い
る
が
、

野
党
の
緑
の
党
が
「
一
九
六
0
，
ー
八
八
年
に
核
武
装

し
た
米
艦
船
が
三
十
一
回
も
寄
港
し
た
」
と
の
報
告

書
を
発
表
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
核
の
有
無
を
公

表
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
米
艦
船
の
寄
港
は
す

べ
て
拒
否
せ
よ
と
の
要
求
が
高
ま
っ
て
い
た
。

思
わ
ず
拍
手
を
送
り
た
く
な
る
こ
の
ピ
ッ
グ
・
ニ

ュ
ー
ス
、
詳
報
は
次
号
で
◇

き
で
あ
る
」
、
と
い
う
作
戦
だ
。
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
乗

っ
て
い
た
k
新
間
の
記
者
は
興
奮
し
て
「
も
っ
と
行

け
、
も
っ
と
行
け
」
。

最
接
近
し
た
の
は
A
さ
ん
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
^
i
艦
首

と
体
を
か
わ
す
よ
う
に
ク
ロ
ス
し
て
、
モ
ー
ビ
ル
ベ

イ
の
脇
腹
に
。
そ
の
ま
ま
モ
ー
ビ
ル
ベ
イ
と
タ
グ
ボ

ー
ト
の
間
に
は
い
っ
て
い
く
と
い
う
度
駒
の
良
さ
。

他
の
ボ
ー
ト
も
そ
れ
ぞ
れ
適
確
な
行
動
を
貫
い
た
c

イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
優
攻
か
ら
、
五
0
日
が
す

ぎ
た
。
世
界
を
覆
う
好
戦
的
気
分
は
高
ま
り
こ
そ
す

れ
、
鎮
ま
る
気
配
は
見
え
な
い
。
ア
メ
リ
カ
を
中
心

と
す
る
多
国
籍
軍
の
包
囲
網
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
海
上
封
鎖
」
か

ら
「
空
中
封
鎖
」
へ
と
い
う
具
合
に
。

日
本
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
の
言
う
な
り
に
多
国
籍

軍
へ
の
一
0
億
ド
ル
援
助
な
ど
を
骨
子
と
す
る
「
中

東
貢
献
策
」
を
発
表
。
そ
の
一
部
は
名
古
屋
か
ら
の

自
動
車
の
輸
送
、
医
療
団
の
派
遣
な
ど
、
す
で
に
実

行
に
移
さ
れ
て
い
る
。
自
動
車
は
武
器
で
は
な
い
。

そ
れ
を
運
ぶ
船
員
や
、
医
師
は
軍
人
で
は
な
い
◇
だ

平
和
船
団
の
夏

(2) 

ョ
コ
ス
カ
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
母
港
化
抗
議
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ヘ
リ
か
ら
取
材
し
て
い
た
A
新
間
の

I
記
者
に
よ
れ

ば
、
平
和
船
団
の
た
め
に
モ
ー
ビ
ル
ベ
イ
の
ス
ピ
ー

ド
が
落
ち
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

．．． 

八
月
二
十
五
日
、
今
度
は
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
の
駆

逐
艦
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
の
入
港
。
「
平
和
船
団
」
は
同

じ
く
十
二
隻
◇
た
だ
海
上
保
安
庁
の
対
応
は
ま
る
で

（
五
ペ
ー
ジ
上
段
へ
）

か
ら
こ
れ
は
「
平
和
的
貢
献
」
だ
、
と
い
う
の
で
あ

る
c

「
自
衛
隊
法
改
正
」
「
国
連
平
和
協
力
法
」
の

法
整
備
が
準
備
さ
れ
て
い
る
C

こ
れ
ら
の
「
貢
献
策
」
が
い
か
に
「
平
和
」
の
装

い
を
こ
ら
そ
う
と
も
、
決
し
て
そ
の
名
に
値
し
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
事
態
の
根
本
的

解
決
に
向
け
た
自
主
的
姿
勢
の
か
け
ら
も
見
ら
れ
な

い
。
そ
し
て
、
高
ま
る
戦
争
気
運
の
中
で
、
す
で
に

犠
牲
に
な
り
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
こ
と
は
、
全
く

顆
み
ら
れ
て
い
な
い
。

ヨ
ル
ダ
ン
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
イ
ラ
ク
、
ク

ウ
ェ
ー
ト
か
ら
逃
れ
て
き
た
、
数
十
万
の
ア
ラ
プ
、

真
．
？
f



(5) 毎月 1 回20日発行1990年9 月 20日発行第5~ （通巻6侶初 198碑 6月18日第三種郵便物認可 月刊トマ喰い虫 月刊トマ喰い虫 198碑 6月 18日第三種郵便物認可 毎月 1回20日発行1990年9月 20日発行第59-ry-（通巻6侶引 (4) 

． 

．
 

ア

ジ

ア

の

労

働

者

が

溢

れ

て

い

る

c

力

と

力

の

対

決

は

‘

銃

火

を

交

え

る

こ

と

な

く

‘

こ

れ

だ

け

の

犠

牲

者

を

う

み

だ

し

て

い

る

の

だ

ぐ

く

り

か

え

そ

う

ぐ

「

良

い

軍

事

介

入

」

な

ど

、

あ

り

は

し

な

い

の

だ

へ

多

国

籍

軍

は

直

ち

に

撤

退

し

、

解

決

を

ア

ラ

プ

の

人

々

の

手

に

委

ね

る

べ

き

で

あ

る

^

‘

日

本

政

府

は

、

多

国

籍

軍

へ

の

援

助

を

撤

回

し

、

難

民

救

援

を

骨

子

と

す

る

真

の

「

貢

献

策

」

を

講

ず

る

べ

き

で

あ

る

C

ア

ラ

プ

を

石

油

産

出

地

帯

と

し

か

見

な

い

「

先

進

国

」

の

民

衆

は

、

い

つ

し

か

、

ア

ラ

プ

内

部

の

矛

盾
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佐
世
保

◆

八

月

十

九

日

午

前

、

戦

車

揚

陸

倍

―

サ

ン

パ

ー

ナ

デ

ィ

ー

ノ

」

出

港

＾

◆

八

月

二

十

日

午

前

、

戦

車

揚

陸

捨

―

セ

ネ

ク

タ

デ

ィ

一

、

海

難

救

助

檻

―

フ

ラ

ン

ズ

ウ

ィ

！

ク

―

出

港

＾

‘♦
八
月
―
二
日
午
前
九
時
、
騎
送
揚
隆
檻
ニ
ナ
ビ

ュ

ー

ク

」

、

海

難

救

助

檻

I

ヒ

ュ

フ

ォ

ー

ド

」

出

港

＾

＇

（

以

上

「

長

埼

新

間

」

八

月

―

-

+

、

ニ

―

日

）

岩
国

●

八

月

半

ば

ま

て

に

、

第

三

海

兵

椴

動

展

開

部

隊

の

第

一

海

兵

航

空

団

所

属

の

攻

撃

情

か

フ

ィ

リ

ヒ

ン

を

経

て

ペ

ル

シ

ャ

湾

に

向

か

っ

た

(

-

共

同

l

八

月

十

五

日

）
（

三

ペ

ー

ジ

か

ら

）

ち

が

っ

て

い

た

。

モ

ー

ビ

ル

ベ

イ

の

入

港

抗

議

行

動

を

「

見

た

」

上

層

部

が

、

「

何

の

た

め

の

警

備

か

！

」

と

横

須

賀

の

保

安

庁

を

批

判

し

た

と

い

う

◇

で

、

今

回

は

あ

ら

か

じ

め

、

阻

止

線

を

張

る

と

前

も

っ

て

言

わ

れ

て

し

ま

う

◇

そ

れ

以

外

に

も

、

グ

リ

ー

ン

ピ

ー

ス

の

エ

ン

ジ

ン

ボ

ー

ト

が

転

覆

す

る

と

か

、

船

団

長

が

操

船

し

た

エ

ン

ジ

ン

ボ

ー

ト

「

A
号

」

が

初

航

海

で

、

慣

ら

し

運

転

に

徹

し

た

と

か

、

い

ろ

い

ろ

悪

条

件

が

重

な

っ

た

た

め

、

保

安

庁

の

厚

い

阻

止

線

を

突

破

す

る

の

は

容

易

で

は

な

か

っ

た

。

た

だ

―

つ

自

由

に

動

け

た

エ

ン

ジ

ン

ボ

ー

ト

「

モ

ア

号

」

は

両

脇

を

巡

視

船

と

保

安

庁

の

ゴ

ム

ボ

ー

ト

に

は

さ

ま

れ

て

の

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

規

制

。

残

る

九

隻

の

ゴ

ム

ボ

ー

ト

が

必

死

に

な

っ

て

保

安

庁

の

船

を

か

い

く

ヽ

ぐ

っ

て

ヒ

ュ

ー

イ

ッ

ト

に

近

付

こ

う

と

す

る

が

、

保

安

庁

は

体

あ

た

り

ま

で

し

て

く

る

。

最

後

は

海

に

飛

び

込

ん

で

の

抗

議

も

空

し

く

、

ヒ

ュ

ー

イ

ッ

ト

の

入

港

を

阻

む

こ

と

は

で

き

な

か

っ

た

。

．
 

ト

マ

ホ

ー

ク

艦

の

入

港

を

止

め

る

こ

と

は

で

き

な

か

っ

た

が

、

今

回

の

海

上

行

動

が

平

和

船

団

に

と

っ

て

画

期

的

で

あ

っ

た

こ

と

は

間

違

い

な

い

。

グ

リ

ー

ン

ピ

ー

ス

と

の

共

同

行

動

も

学

ぶ

こ

と

が

多

か

っ

た

。

非

暴

力

直

接

行

動

が

私

た

ち

の

町

で

ど

の

よ

う

に

う

け

入

れ

ら

れ

る

の

か

、

課

題

も

多

い

。

一

番

大

事

な

こ

と

は

、

「

平

和

船

団

」

の

直

接

行

動

が

「

そ

の

日

」

の

運

動

だ

と

す

れ

ば

、

同

時

に

も

と

め

ら

れ

て

い

る

在
日
米
軍
基
地

の
動
き

横
須
賀

◆

八

月

二

十

日

第

七

艦

隊

旗

墜

―

フ

ル

ー

リ

，

、

シ

」

]

は

、

ア

ラ

ヒ

ア

海

展

開

の

檻

船

を

指

揮

す

る

た

め

、

横

須

賀

を

出

港

へ

予

定

さ

れ

て

い

た

ウ

ラ

ジ

オ

ス

ト

ッ

ク

ヘ

の

親

善

訪

問

へ

の

参

加

は

中

止

さ

れ

た

一

方

、

横

須

賀

海

軍

司

令

部

は

、

横

須

賀

停

泊

の

艦

船

の

長

期

（

四

八

時

間

以

上

）

修

理

を

延

期

し

た

。

◆

八

月

二

三

日

原

子

力

潜

水

艦

「

バ

ー

ミ

ン

ガ

ム

」

と

「

ア

ス

プ

ロ

―

か

五

0

0メ
ー

ト

ル

沖

合

で

一

時

停

泊

^

[

バ

ー

ミ

ン

ガ

ム

一

は

、

陸

か

ら

出

た

ラ

ン

チ

よ

り

プ

ラ

ヅ

ク

・

ボ

ヅ

ク

ス

を

受

け

取

る

中

東

の

動

き

に

に

関

連

あ

る

と

の

観

測

ー

、

（

八

月

二

四

日

「

朝

日

」

）上
瀬
谷

♦
八
月
二
日
通
常
は
太
平
洋
を
向
い
て
い
る
衛
星

通

信

用

ア

ン

テ

ナ

が

イ

ン

ド

洋

の

方

角

に

向

き

を

変

え

た

（

‘

(

上

瀬

谷

基

地

は

い

ら

な

い

白

卜

の

会

）

の

は

、

「

そ

の

日

ま

で

の

」

運

動

、

と

い

う

こ

と

だ

ろ

う

。

二

隻

の

ト

マ

ホ

ー

ク

艦

の

入

港

を

止

め

る

「

そ

の

日

ま

で

」

の

運

動

は

、

け

し

て

十

分

で

は

な

か

っ

た

。

「

そ

の

日

ま

で

の

」

運

動

が

あ

っ

て

初

め

て

、

「

平

和

船

団

」

も

力

を

発

揮

で

き

る

。

●

●

「

ノ

ー

ト

マ

ホ

ー

ク

」

（

ト

マ

ホ

ー

ク

阻

止

京

都

連

絡

会

発

行

）

第

三

四

六

号

（

九

月

十

日

）

よ

り

転

載

c

「

来

年

四

月

に

ゴ

ル

バ

チ

ョ

フ

ソ

連

大

統

領

の

来

日

が

決

ま

る

な

ど

日

ソ

関

係

改

善

が

急

ピ

ッ

チ

で

進

ん

で

い

る

が

、

こ

う

し

た

流

れ

に

歩

調

を

合

わ

せ

…

日

本

海

を

挟

ん

だ

自

治

体

経

済

外

交

が

一

層

盛

ん

に

な

り

そ

う

だ

。

／

新

潟

と

並

び

（

ソ

連

と

の

）

定

期

航

路

の

確

保

に

力

を

入

れ

て

い

る

の

が

京

都

府

。

荒

巻

禎

一

知

事

が

一

昨

年

八

月

、

モ

ス

ク

ワ

を

訪

問

し

、

ソ

連

極

東

地

域

最

大

の

港

、

ボ

ス

ト

ー

チ

ヌ

イ

港

間

の

コ

ン

テ

ナ

航

路

の

設

置

を

要

請

し

た

結

果

、

昨

年

三

月

か

ら

月

一

便

の

入

港

が

始

ま

っ

た

。

ま

た

、

今

年

三

月

か

ら

は

韓

国

・

釜

山

間

に

週

一

便

の

コ

ン

テ

ナ

船

が

就

航

し

『

舞

鶴

を

基

点

に

ソ

連

、

韓

国

と

の

三

角

貿

易

を

発

展

さ

せ

た

い

』

（

舞

鶴

港

振

興

会

）

舞
鶴
で
お
も
う

平
和
の
海
（
夕
町
い
鯰

や

対

立

を

「

わ

け

の

わ

か

ら

な

い

厄

介

こ

と

一

レ
—
し

か

感

じ

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

＾

、

こ

の

「

悪

習

＿

か

ら

私

た

ち

自

身

を

解

放

し

、

今

、

何

を

な

す

ぺ

き

か

を

探

っ

て

い

き

た

い

ぐ

（

田

巻

一

彦

）

沖
縄

◆

八

月

八

日

嘉

手

納

の

第

九

六

一

空

中

管

制

飛

行

隊

の

A
W
A
C
S
（

早

期

空

中

警

戒

機

）

が

飛

び

立

っ

＾

，

第

三

海

兵

機

動

展

開

部

隊

の

地

上

部

隊

三

＼

四

0
0
0人
か

こ

の

日

以

降

、

嘉

手

納

か

ら

輸

送

機

て

中

東

に

飛

び

立

っ

た

。

（

八

月

十

五

日

「

共

同

｝

）

◆

八

月

二

二

日

ホ

ワ

イ

ト

ピ

ー

チ

に

停

泊

中

の

翰

送

揚

陸

艦

「

デ

ヒ

ュ

ー

ク

」

に

兵

員

や

軍

需

物

資

の

積

み

込

み

始

ま

る

。

（

八

月

―

一

凹

日

「

共

同

」

）

◆

ト

リ

イ

・

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

の

グ

リ

ー

ン

・

ペ

レ

ー

（

第

一

特

殊

部

隊

軍

空

挺

第

一

大

隊

）

も

中

東

に

派

遣

さ

れ

る

模

様

e

（

八

月

二

四

日

「

共

同

」

）

●

皆

さ

ん

の

近

く

に

あ

る

基

地

の

動

き

、

ど

ん

な

小

さ

な

こ

と

で

も

（

自

衛

隊

を

含

め

て

）

知

ら

せ

て

下

さ

い

＾

＂

（

絹

集

部

）

ま

と

め

●

青

木

雅

彦

（

京

都

・

反

ト

マ

運

動

情

報

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

）

／

編

集

部

ヒ
ロ
シ

ヒ

ュ

ー

イ

ッ

ト

の

入

港

に

抗

議

し

て

、

広

島

で

は

「

ピ

ー

ス

リ

ン

ク

広

島

・

呉

・

岩

国

」

の

市

民

二

十

人

が

正

午

か

ら

一

時

間

原

想

ド

ー

ム

前

で

座

り

込

み

を

行

っ

た

c

と

い

う

」

（

九

月

九

日

「

京

都

新

間

」

）

っ

「

経

済

優

先

」

の

流

れ

の

中

で

、

あ

ら

た

め

て

日

本

海

が

注

視

さ

れ

て

い

る

◇

し

か

し

そ

れ

は

、

本

当

に

平

和

へ

の

道

、

日

本

海

を

な

か

だ

ち

に

対

岸

の

人

々

と

共

に

生

き

よ

う

と

す

る

未

来

と

つ

な

が

る

も

の

な

の

か

。

舞

鶴

で

は

、

対

潜

水

艦

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

基

地

建

設

計

画

を

中

心

に

軍

事

基

地

の

強

化

が

進

む

。

リ

ゾ

ー

ト

化

、

そ

し

て

超

大

型

石

炭

火

電

の

建

設

計

画

と

、

こ

の

地

域

の

生

活

と

海

と

大

地

を

ね

こ

そ

ぎ

破

壊

す

る

計

画

が

、

手

を

た

ず

さ

え

て

進

め

ら

れ

て

い

る

。

◆

◆

 

私

た

ち

は

こ

の

八

月

二

五

＼

六

日

、

「

日

本

海

を

平

和

の

海

に

！

子

供

た

ち

に

夢

と

希

望

を

！

」

を

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

昨

年

に

つ

づ

く

二

回

目

の

舞

鶴

・

戸

島

集

会

を

持

っ

た

。

「

軍

事

化

で

も

、

リ

ゾ

ー

ト

化

で

も

な

く

、

豊

か

な

海

を

生

か

し

た

舞

鶴

の

再

生

を

！

」

と

は

昨

年

戸

島

で

の

集

会

を

提

案

さ

れ

、

こ

の

地

で

平

和

な

舞

鶴

を

希

っ

て

生

き

闘

っ

て

こ

ら

れ

た

、

今

は

亡

き

蒲

田

巌

さ

ん

の

言

葉

で

あ

る

。

今

年

の

戸

島

（

八

ペ

ー

ジ

中

段

へ

）
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激
動
す
る
太
平
洋

一
九
八
七
↓
九
〇
(

I

)

い

い

い

ニ

ュ

ー

ス

ブ

レ

テ

ィ

／

」

ロ
ペ
テ
ィ
・
セ
ニ
ト
ゥ
リ

P
C
R
C
（
太
平
洋
問
題
資
料
セ
ン
タ
ー
）

事
務
局
長

●
十
一
月
上
旬
、
第
六
回
非
核
独
立
太
平
洋
会
議
が

ア
オ
テ
ァ
ロ
ア
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
の
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
。
非
核
独
立
太
平
洋
運
動

(
N
F
I
P
)
の
機
関
紙
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ニ
ュ

ー
ス
・
ブ
レ
テ
イ
ン
」
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
こ
の

記
事
は
、
こ
の
会
議
に
向
け
て
、
前
回
の
会
議
（
八

七
年
・
マ
ニ
ラ
）
以
降
の
太
平
洋
の
動
き
を
概
観
し

た
も
の
で
あ
る
c

今
号
と
次
号
の
二
回
に
わ
け
て
そ

の
全
文
を
紹
介
し
た
い
＾
｛
筆
者
の
ロ
ペ
テ
ィ
・
セ
ニ

ト
ゥ
リ
氏
は
、
ト
ン
ガ
生
ま
れ
。
現
在
N
F
I
P
の

常
設
事
務
所
で
あ
る
太
平
洋
問
題
資
料
セ
ン
タ
ー

(
P
C
R
C
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
）
の
事
務
局
長
（
ゼ

ネ
ラ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
を
つ
と
め
、
太
平

洋
諸
島
の
運
動
の
連
携
を
つ
く
る
た
め
に
精
力
的
な

活
動
を
展
開
し
て
い
る
C

（
訳
田
巻
一
彦
）

フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験

つ
づ
く
タ
ヒ
チ

一
九
八
八
年
、
ム
ル
ロ
ア
お
よ
び
フ
ァ
ン
ガ
ト
フ

ァ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
に
反
対
す
る
タ
ヒ

チ
（
ポ
リ
ネ
シ
ア
）
で
は
、
教
会
と
多
数
派
政
党
と

の
間
の
歴
史
的
な
対
話
が
成
立
し
た
＾
）
一
九
八
九
年

の
テ
・
タ
ビ
ニ
・
ヒ
ュ
イ
ラ
テ
ィ
ラ
の
青
年
た
ち
に

よ
る
ハ
ン
ガ
ー
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
結
果
、
領
域
議
会

に
、
核
実
験
計
画
を
将
来
受
け
入
れ
る
か
い
な
か
を

検
討
す
る
た
め
の
特
別
部
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
約

束
さ
れ
た
の
も
ま
た
画
期
的
出
来
事
で
あ
る
。
フ
ラ

ン
ス
政
府
は
カ
ナ
カ
・
マ
オ
ヒ
（
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
住

民
）
が
、
（
カ
ナ
ー
キ
ー
に
お
け
る
カ
ナ
ク
人
と
ち

が
っ
て
）
明
白
な
多
数
派
住
民
で
あ
る
こ
と
を
充
分

認
識
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
住
民
の
間
に
独
立

支
持
の
感
情
が
広
が
る
こ
と
を
阻
止
し
よ
う
と
躍
起

で
あ
る
。
八
九
年
中
頃
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
核
実
験

回
数
の
削
減
を
宣
言
し
た
が
、
そ
の
あ
と
す
ぐ
に
フ

ァ
ン
ガ
ト
フ
ァ
の
実
験
場
の
使
用
を
再
開
し
た
。
同

年
十
一
月
に
は
一
―
一
回
目
の
核
実
験
が
行
わ
れ
た
c

ベ
ラ
ウ
人
民
の
格
闘

パ
ラ
オ
（
ベ
ラ
ウ
）
人
民
と
ア
メ
リ
カ
政
府
の
間

の
ダ
ビ
デ
と
ゴ
リ
ア
テ
の
よ
う
な
格
闘
も
依
然
と
し

ヽ

＾

｝

な
し

'

●

 

第
五
回
非
核
独
立
太
平
洋
会
議
は
一
九
八
七
年
十

一
月
マ
ニ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
＾
、
そ
こ
に
い
た
る
ま
で

の
開
催
地
は
ポ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ラ
（
バ
ヌ
ア
ツ
・
一
九

八
三
年
七
月
）
、
ホ
ノ
ル
ル
（
ハ
ワ
イ
・
八
十
年
五

月
）
、
ポ
ナ
ペ
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
：
七
八
年
十

月
）
、
ス
バ
（
フ
ィ
ジ
ー
・
七
五
年
七
月
）
で
あ
る
c

そ
し
て
第
六
回
会
議
が
一
九
九
0
年
十
一
月
、
ア
オ

テ
ァ
ロ
ア
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
の
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

□

三
年
ご
と
に
開
か
れ
る
非
核
独
立
太
平
洋
会
議
は

太
平
洋
で
正
義
と
平
和
と
解
放
の
た
め
の
闘
争
に
携

わ
る
諸
組
織
の
代
表
者
た
ち
が
、
一
同
に
会
し
て
意

見
を
交
わ
し
、
運
動
の
前
進
を
評
価
し
、
未
来
へ
の

戦
略
を
練
る
唯
一
の
機
会
で
あ
る
？
こ
れ
ら
の
大
多

数
は
太
平
洋
に
基
蓋
を
持
つ
組
織
だ
が
、
世
界
中
の

他
の
地
域
か
ら
の
支
援
／
連
帯
グ
ル
ー
プ
の
参
加
も

増
加
し
つ
つ
あ
る
。

て
続
い
て
い
る
ぐ
一
九
九
0
年
二
月
に
行
わ
れ
た
七

度
目
の
住
民
投
票
に
お
い
て
、
ベ
ラ
ウ
人
民
は
ま
た

し
て
も
ア
メ
リ
カ
と
の
「
自
由
連
合
協
定
」
を
拒
否

し
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
十
年
に
わ
た
っ
て
、
自
ら

が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
は
ベ
ラ
ウ
領
土
に
核
兵
器

を
持
ち
込
む
権
利
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ベ
ラ
ウ

憲
法
の
非
核
条
項
を
骨
抜
き
に
し
よ
う
と
策
し
て
き

た
。
そ
の
過
程
で
、
二
人
の
大
統
領
と
反
核
運
動
の

活
動
家
ベ
ド
ー
ル
・
ピ
ン
ス
氏
の
生
命
が
銃
弾
に
よ

っ
て
う
ば
わ
れ
た
の
を
初
め
、
ベ
ラ
ウ
人
民
は
多
大

な
身
体
的
、
精
神
的
苦
痛
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
し
か
し
な
が
ら
、
「
協
定
」
承

認
を
財
政
・
開
発
援
助
付
与
の
た
め
の
必
要
条
件
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
依
然
と
し
て
優
位
に
立
っ
て

い
る
。
パ
ラ
オ
政
府
の
指
導
者
は
、
七
五
％
で
は
な

く
、
単
純
過
半
数
の
賛
成
で
「
協
定
」
を
承
認
で
き

る
よ
う
に
憲
法
を
改
正
す
る
と
い
う
手
段
を
と
る
こ

と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
非
核
憲
法
は
一
九
七
九

年
、
九
二
％
の
有
権
者
の
支
持
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。

こ
の
憲
法
が
改
正
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ベ
ラ

ウ
人
民
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
太
平
洋
民
衆
に
対

す
る
、
凶
悪
な
攻
撃
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
タ
イ
ト
ル
、
中
見
出
し
は
訳
者
）

ト
マ
ホ
ー
ク
配
備

S
D
I
実
験

さ
ら
に
東
に
目
を
む
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
戦

略
防
衛
司
令
部
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
ク
ワ
ジ
ェ

リ
ン
環
礁
で
S
D
I
（
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
）
計
画
に

関
連
す
る
十
以
上
の
技
術
の
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
実
験
以
前
か
ら
、

ク
ワ
ジ
ェ
リ
ン
環
礁
の
ラ
グ
ー
ン
（
と
そ
の
周
辺
9

.

)

を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
バ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
を
発
射
基

地
と
す
る
大
陸
間
お
よ
び
海
上
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル

実
験
の
着
弾
地
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

一
九
八
七
年
十
一
月
の

I
N
F
条
約
に
よ
っ
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
と
極
東
に
配
備
さ
れ
た
中
距
離
核
ミ
サ
イ

ル
は
撤
去
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
十
分
に
補
う
だ
け
の

核
ミ
サ
イ
ル
が
太
平
洋
に
は
配
備
さ
れ
て
き
た
。
海

上
発
射
巡
航
ミ
サ
イ
ル
（
ト
マ
ホ
ー
ク
）
を
搭
載
し

た
米
艦
フ
ァ
イ
フ
と
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
が
現
在
日
本
の

横
須
賀
を
母
港
と
し
て
い
る
。
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
艦

の
ア
メ
リ
カ
領
土
外
の
母
港
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ

る
。
ソ
連
は
こ
れ
に
何
ら
か
の
形
で
対
抗
す
る
こ
と

を
公
に
宣
言
し
て
い
る
。

ク
ワ
ジ
ェ
リ
ン
で
の

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

前
回
の
会
議
以
来
、
太
平
洋
で
は
、
事
件
の
数
と

頻
度
に
お
い
て
も
、
ま
た
過
酷
さ
と
規
模
の
広
が
り

と
い
う
意
味
か
ら
も
、
重
大
で
か
つ
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
、
目
覚
ま
し
い
状
況
の
変
化
が
あ

っ
た
。一

九
八
八
年
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
独
立
を
闘
う
カ

ナ
ク
人
民
に
と
っ
て
重
大
な
危
機
の
年
で
あ
っ
た
。

八
八
年
五
月
に
起
こ
っ
た
、
フ
ラ
ン
ス
兵
に
よ
る
ニ

十
二
人
の
カ
ナ
ク
人
虐
殺
事
件
は
、
太
平
洋
に
お
け

る
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
政
策
の
残
忍
さ
を
あ
ら
た
め

て
物
語
る
事
件
で
あ
っ
た
ぐ
こ
の
事
件
の
あ
と
同
年

に
行
わ
れ
た
、
「
マ
テ
ィ
ニ
オ
ン
合
意
」
の
署
名
と

批
准
は
―
つ
の
画
期
的
事
件
で
あ
っ
た
、
し
か
し
、

そ
こ
に
書
か
れ
た
と
お
り
に
、
カ
ナ
ク
独
立
が
一
九

九
八
年
に
実
現
す
る
か
ど
う
か
に
は
、
多
く
の
不
確

定
要
素
が
あ
る
。
八
八
年
に
起
き
た
独
立
運
動
の
指

導
者
ジ
ャ
ン
・
マ
レ
ー
・
チ
ボ
ー
、
イ
ェ
イ
ウ
ェ
ン

・
イ
ェ
イ
ウ
エ
ン
射
殺
事
件
と
、
そ
の
犯
人
で
や
は

り
独
立
運
動
の
活
動
家
で
あ
る
ジ
ュ
ベ
ド
リ
ー
・
ウ

ェ
ー
の
殺
害
事
件
は
、
カ
ナ
ク
人
民
の
民
主
的
政
府

樹
立
に
と
っ
て
、
痛
ま
し
い
教
訓
と
な
っ
た
。
一
九

九
八
年
へ
の
道
に
は
多
く
の
難
関
が
待
ち
受
け
て
い

よ
う
。
そ
し
て
、
人
民
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

団
結
を
維
持
し
て
、
そ
こ
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら

カ
ナ
ー
キ
ー
（
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
）

独
立
運
動
へ
の
試
練



(9) 毎月 1 回20日発行1990年 9 月 20日発行第5~ （通巻6伊初 1988年6月18日第二種郵便物認可 月刊トマ喰い虫 月刊トマ喰い虫 198碑 6月18日第三種郵便物認可 毎月 1 回20日発行1990年 9月 20日発行第5併号（通巻6~引 (8) 
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一

九

八

九

年

九

月

、

ア

メ

リ

カ

は

第

二

次

世

界

大

戦

以

来

最

大

の

軍

事

演

習

P
A
C
E
Xを
太

平

洋

で

お

こ

な

っ

た

。

こ

の

演

習

に

は

タ

イ

、

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

、

日

本

、

韓

国

、

カ

ナ

ダ

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

、

お

よ

び

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

部

隊

と

艦

船

、

航

空

機

が

参

加

し

た

，

こ

の

P
A
C
E
Xを
最

大

の

も

の

と

し

て

、

他

に

も

ア

メ

リ

カ

は

太

平

洋

の

同

盟

国

と

の

間

て

、

お

び

た

だ

し

い

数

の

「

演

習

」

を

お

こ

な

っ

て

い

る

＾

＂

例

え

ば

米

韓

国

合

同

演

習

「

チ

ー

ム

ス

ピ

リ

ッ

ト

88」

に

は

、

二

0
万

の

兵

力

が

参

加

し

、

上

陸

演

習

、

爆

撃

と

艦

船

に

よ

る

対

地

攻

撃

、

対

潜

水

艦

作

戦

、

奇

襲

部

隊

お

よ

び

特

別

部

隊

に

よ

る

緊

急

展

開

作

戦

、

核

・

化

学

作

戦

の

実

地

訓

練

が

お

こ

な

わ

れ

て

い

る

c

一

方

、

リ

ム

パ

ッ

ク

88に
は

、

カ

ナ

ダ

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

、

日

本

が

参

加

し

（

イ

ギ

リ

ス

は

参

加

を

見

送

り

、

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

は

参

加

を

拒

否

！

さ

れ

た

）

、

同

じ

よ

う

な

演

習

を

よ

り

不

穏

な

ス

ケ

ー

ル

で

行

っ

て

い

る

。

9
0
.
8
.
2
1
i
g
.20 

（

原

子

力

潜

水

艦

パ

ー

ミ

ッ

ト

級

）

（

原

子

力

潜

水

艦

ス

タ

ー

ジ

ョ

ン

級

）

（

原

子

力

潜

水

艦

ロ

サ

ン

ゼ

ル

ス

級

）

バ

ー

ミ

ン

ガ

ム

(

L

級

）

時

50分横
須

賀

に

入

港

に

出

港

ア

ス

。

フ

ロ

(

S

級

）

午

前

8
時

30

分

横

須

賀

に

入

港

約

10分
後

に

出

港
バ

ー

ミ

ン

ガ

ム

(

L

級

）

午

前

10

時

横

須

賀

に

入

港

ア

ス

。

フ

ロ

(

S

級

）

午

前

11時

40

分

横

須

賀

に

入

港

バ

ー

ミ

ン

ガ

ム

(

L

級

）

午

後

1

午

前

七30分後

太

平

洋

に

は

ワ

ル

シ

ャ

ワ

条

約

や

N
A
T
Oの
よ

う

な

同

盟

は

存

在

し

な

い

◇

し

か

し

、

太

平

洋

の

全

て

の

西

側

主

要

国

の

軍

機

構

は

ホ

ノ

ル

ル

の

ア

メ

リ

力

太

平

洋

統

合

軍

司

令

部

(
C
I
N
C
P
A
C
)
に

（

五

ペ

ー

ジ

か

ら

）

集

会

は

、

蒲

田

さ

ん

の

一

周

忌

に

も

あ

た

る

。

蒲

田

さ

ん

が

私

た

ち

に

残

さ

れ

た

、

「

日

本

海

を

平

和

の

海

に

！

」

そ

の

「

平

和

」

と

は

た

ん

に

「

戦

争

」

だ

け

で

な

く

、

経

済

優

先

の

流

れ

が

人

も

大

地

も

殺

し

て

い

る

暴

力

も

含

め

て

、

人

が

海

に

生

か

さ

れ

、

日

本

海

が

対

岸

の

人

々

と

の

な

か

だ

ち

の

海

と

な

り

、

そ

の

中

で

子

供

た

ち

が

本

当

に

夢

と

希

望

を

も

っ

て

い

き

ら

れ

る

、

そ

う

し

た

舞

鶴

の

再

生

の

こ

と

て

あ

っ

た

と

思

っ

°
昨

年

の

戸

島

集

会

以

後

、

ま

た

私

た

ち

は

多

く

の

人

々

に

出

会

う

こ

と

が

で

き

た

。

舞

鶴

湾

の

入

り

口

に

あ

た

り

、

関

電

が

石

炭

火

力

発

電

所

の

建

設

を

予

定

し

て

い

る

浦

入

や

こ

の

火

電

か

ら

で

る

石

炭

灰

の

処

理

場

と

さ

れ

る

な

か

で

、

「

こ

の

海

を

破

壊

と

汚

染

か

ら

守

り

、

子

孫

に

残

す

こ

と

は

、

他

の

全

て

の

も

の

を

失

っ

て

も

、

そ

の

価

値

に

は

替

え

が

た

い

」

と

、

全

戸

を

あ

げ

て

反

対

決

議

を

あ

げ

る

平

地

区

の

人

々

。

火

電

温

排

水

排

水

口

に

予

定

さ

れ

る

維

埼

で

、

「

原

発

も

石

炭

火

力

も

い

ら

な

い

」

と

無

農

薬

の

み

か

ん

を

つ

く

り

、

こ

の

地

で

自

立

し

て

生

き

る

人

々

c

さ

ら

に

、

舞

鶴

だ

け

で

な

く

、

新

潟

で

初

の

日

米

共

同

演

習

が

今

年

二

月

に

強

行

さ

れ

た

こ

と

を

き

っ

(

9

.

5

)

 

(

9

.

8

)

 

時

横

須

賀

を

出

港

バ

ッ

フ

ァ

ロ

ー

(

L

級

）

時

40分
横

須

賀

に

入

港

ア

ス

プ

ロ

(

S

級

）

午

後

4時

横

須

賀

に

入

港

ア

ス

プ

ロ

(

S

級

）

午

煎

10時

横

須

賀

を

出

港

同

日

午

後

9
時

入

港
ア

ス

プ

ロ

(

S

級

）

午

前

10時

横

須

賀

に

出

港

バ

ッ

フ

ァ

ロ

ー

(

L

級

）

時

横

須

賀

を

出

港

20
回
1
回

*
1
9
9
0年

9
月

20日現
在

各

港

へ

の

原

子

力

艦

の

入

港

回

数

は

、

横

須

賀佐
世
保

ホ

ワ

イ

ト

ビ

ー

チ

十＝―-ロ

9
回
30
回

（

う

ち

原

潜

20回
）

（

う

ち

原

潜

0
回

）

（

う

ち

原

潜

9
回

）

（

う

ち

原

潜

29回
）

況
蒻
詞
葵
況
蒻
氾
菱
・
ス
・
祠
』
．
菱
．
』
冨
冨
冒
冒
〖
冒
冒
二
量
冒
二
冒
二
冒
[
[

ト

マ

キ

ー

グ

景

薔

故

篇

す

9
月

10日
、

午

前

10時に
出

港

し

た

原

潜

ア

ス

プ

ロ

(

S

級

）

が

、

同

日

午

後

5
時

に

再

入

港

し

た

の

は

、

「

飲

料

水

製

造

ポ

ン

プ

の

故

障

」

と

の

こ

と

。

当

然

、

予

定

以

外

の

入

港

で

あ

り

、

24時間
前

の

通

告

体

制

は

と

ら

れ

て

は

い

な

い

。

ま

た

し

て

も

規

則

や

ぶ

り

で

あ

る

。

ち

な

み

に

同

艦

は

、

核

ト

マ

ホ

ー

ム

配

備

対

象

艦

で

あ

る

。

入

港

情

報

（

．

反
核
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
＠

や
よ
り
(
9
.
1
9
)
 

(

9

.

3

)

 
ー

(
9
.
1
0
)
 

午

前

10

午

後

1

直

結

し

て

い

る

C

ソ

連

も

ま

た

北

太

平

洋

に

お

い

て

単

独

で

定

期

的

に

軍

事

演

習

を

行

っ

て

い

る

が

、

ソ

連

は

こ

の

地

域

に

は

、

ベ

ト

ナ

ム

以

外

に

実

質

的

な

同

盟

国

を

持

っ

て

い

な

い

。

◆

つ

づ

く

か

け

に

、

反

基

地

闘

争

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

が

呼

び

か

け

ら

れ

、

「

日

本

海

を

平

和

の

海

に

！

」

の

思

い

を

と

も

に

す

る

横

の

つ

な

が

り

が

、

新

し

く

始

ま

っ

た

c

◆

◆

 

今

年

の

戸

島

集

会

は

、

こ

う

し

た

瀬

埼

や

、

舞

鶴

市

内

で

、

あ

る

い

は

新

潟

で

、

そ

れ

ぞ

れ

の

場

で

生

き

る

人

々

、

さ

ら

に

小

松

、

泉

州

、

京

都

市

内

か

ら

と

参

加

を

え

て

、

二

日

間

の

平

和

の

た

め

の

交

流

集

会

を

も

つ

こ

と

が

で

き

た

ぐ

石

炭

火

電

建

設

計

画

の

現

状

と

反

対

へ

の

思

い

、

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

基

地

建

設

計

画

の

意

味

と

米

前

方

展

開

戦

略

を

支

え

る

日

木

の

基

地

強

化

、

反

基

地

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

試

み

、

小

松

基

地

フ

ァ

ン

ト

ム

訴

訟

の

現

状

な

ど

集

会

で

の

発

題

や

交

流

会

の

内

容

な

ど

、

詳

し

く

こ

こ

で

は

紹

介

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

が

、

こ

の

集

会

を

通

し

て

、

今

も

う

一

度

「

日

本

海

を

平

和

の

海

に

1・
」

と

い

う

こ

と

の

意

味

を

考

え

直

し

た

い

（

こ

の

戸

島

集

会

の

最

中

に

も

、

二

十

五

日

、

四

隻

目

の

ト

マ

ホ

ー

ク

艦

「

ヒ

ュ

ー

イ

ッ

ト

」

が

市

民

の

反

対

を

押

し

切

っ

て

入

港

し

た

。

集

会

で

は

、

こ

れ

に

対

す

る

抗

議

・

糾

弾

の

決

議

を

あ

げ

た

。

（

津

田

光

太

郎

・

ト

マ

ホ

ー

ク

阻

止

京

都

連

絡

会

）

日

本

列

島

各

地

で

大

き

な

被

害

を

残

し

た

台

風

19号が
、

原

潜

の

横

須

賀

入

港

を

阻

ん

だ

。

こ

れ

は

、

原

潜

ア

ス

プ

ロ

(

S

級

）

が

、

19日
午

後

0
時

30分

ご

ろ

入

港

予

定

で

、

外

務

省

に

も

通

告

し

て

い

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

台

風

の

影

響

で

入

港

で

き

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

外

務

省

か

ら

は

、

「

天

候

の

都

合

」

に

よ

り

入

港

が

中

止

さ

れ

た

と

い

う

連

絡

が

地

元

横

須

賀

に

は

、

っ

こ

。し

t
ち

な

み

に

、

同

艦

は

、

ト

マ

ホ

ー

ク

配

備

対

象

艦

で

あ

る

。

く
り
か
え
さ
れ
る

合
同
軍
事
演
習

厠，T縄慢譴閥狽

ム
ロ
風
が

r

人
器
を
麗
む
り
＇

デレ赤ン芳＝ど哀
プノ｀ンュホンて、サ井8301、そして連終番号968・1071、次1こ暗誦番号

クロハ イレナイ 1011 
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●
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
c

「
イ
ラ
ク
制
裁
」

の
名
で
再
び
ア
メ
リ
カ
が
朝
鮮
戦
争
の
過
ち
を
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
横
須
賀
母
港
化
は
い
よ

い
よ
も
っ
て
阻
止
し
な
け
れ
ば
の
念
を
深
く
す
る
も

の
で
す
が
、
一
般
的
に
何
事
も
「
他
人
事
」
「
対
岸

の
火
事
」
視
の
日
本
人
の
傾
向
は
何
と
し
た
も
の
で

し
ょ
う
。

ま
ず
は
（
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
入
港
）
に
抗
議
ハ
ガ
キ

出
し
ま
し
た
。
英
文
を
同
封
し
ま
す
。

D
e
a
r
 S
i

r, 

P
e
o
p

l
e
 
a

一I
o
v
e
r
 
t

h
e
 
w
o
r
l
d
 
a
r
e
 
p

r
a
y
,
 

i
 

ng
 
f

o
r
 
p
e
a
c
e
 
a
n
d
 t
h
e
 
e
n
d
i

ng
 
of

=
u
,
 

c
l
e
a
r
 
a
g
e
.
W
e
 
st
r
o
n
g
l
y
 
p
r
ot
e
st
 

a
,
 

g

a
i

n
st
 
t

h
e
 
c
o
m
i

ng
 
o
f
 

t

h
e
=
e
w
i
t
t
 

l
a
d
'
 

e
=
w
i
t

h
 "
T
o
m
a
h
a
w
k
s
"
 
t

o
 Y
o
k
o
s
u
k
a
.
 

D
o
n
'
t
 
u
s
e
 
Y
o
k
o
s
u
k
a
 
a
s
 
h
e
r
 
h
o
m
e
p
o
r
t
 

'
「

r
o
m

c
i
t
i

z
e
n
s
 
of
 

t

h
e
 
w
o
r
l
d
.
 

（
世
界
中
の
人
々
が
平
和
と
核
時
代
の
終
り
を

西
平
和
共
存
・
南
北
互
助
共
栄
す
る
青
い
地
球
を
二

十
一
世
紀
を
生
き
る
子
供
た
ち
、
孫
た
ち
に
残
し
た

い
一
念
で
反
戦
・
平
和
・
反
核
・
反
安
保
・
非
同
盟

中
立
•
第
三
世
界
連
帯
の
草
の
根
市
民
運
動
に
努
め

ま
す
c

月
刊
ト
マ
喰
い
虫
も
五
十
八
号
。
続
け
る
こ

と
が
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
安
膜
重
仲
／
反
戦
平
和
市
民
運
動
／
横
浜
市
）

●
い
つ
も
骰
新
の
反
核
•
平
和
の
情
報
を
あ
り
が
と

う
ご
さ
い
ま
す
，
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
で
き
ま
す
こ

と
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
下
さ

ぃ
，
合
掌

●
戦
争
で
ツ
ラ
イ
思
い
を
し
た
話
を
若
い
人
に
間
い

て
も
ら
お
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
＾

分
だ
け
の
も
の
ー
で
も
、

危
険
を
ウ
ス
ウ
ス
感
じ
な

が
ら
目
を
そ
ら
し
て
抵
抗
も
せ
ず
、
ズ
ル
ズ
ル
巻
き

込
ま
れ
て
い
っ
た
イ
ク
ジ
無
さ
は
、
若
い
人
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
悔
や
み
た
い
c

あ
な
た
も
ポ
ク
た
ち
と

同
じ
怠
慢
で
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
か
ら
…
。

（
乾

孝
／
心
理
学
・
マ
ス
コ
ミ
論
／
鎌
倉
市
）

●
名
簿
が
ダ
プ
ッ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、

二
通
届
き
ま
す
C

郵
送
料
が
も
っ
た
い
な
い
の
で
、

名
簿
整
理
し
て
下
さ
い
。
近
け
れ
ば
、
お
手
伝
い
で

き
る
の
で
す
が
残
念
で
す
。
ア
ラ
ブ
世
界
の
モ
メ
ゴ

（
武
田
隆
雄
／
僧
侶
／
東
京
都

読
者
か

そ
ん
な
グ
チ
は
自

こっ
い
つ
も

念
願
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ト
マ
ホ
ー
ク
を

積
ん
だ
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
の
横
須
賀
入
港
に
強
く

抗
議
し
ま
す
。
横
須
賀
を
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
の
母

港
に
す
る
な
。
世
界
の
市
民
か
ら
）

な
お
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
も
九
十
円
で
着
き
ま

す
の
で
、
同
文
で
出
し
た
ら
如
何
か
と
愚
考
中
。

抗
議
電
話
も
す
る
つ
も
り
で
す
が
、
今
ま
で
い
つ

し
て
も
ど
こ
で
も
お
話
中
の
事
が
な
い
の
は
些
か
ガ

ッ
カ
リ
し
ま
す
。
皆
で
電
話
を
不
通
に
す
る
位
ダ
イ

ャ
ル
を
回
し
た
い
も
の
で
す
っ

先
日
は
「
無
理
」
を
覚
悟
で
ノ
コ
ノ
コ
横
須
賀
ま

で
参
り
ま
し
た
が
、
思
い
の
外
の
「
後
遺
症
」
で
閉

口
。
残
念
で
す
が
、
今
回
は
見
送
ら
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
。
悪
し
か
ら
ず
。
皆
様
方
の
ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

（
斎
膝
美
智
子
／
東
京
都
国
分
寺
市
）

•
N
o
5
8「
良
い
軍
事
介
入
な
ど
な
い
」
ぐ
こ
う
い
う

世
論
が
な
ぜ
大
き
く
な
ら
な
い
の
か
。
マ
ス
コ
ミ
は

も
ち
ろ
ん
社
会
党
ま
で
が
フ
ラ
フ
ラ
し
、
民
社
党
、

ト
に
米
国
が
介
入
し
、
日
本
が
一
緒
に
や
ら
な
い
の

は
ケ
シ
カ
ラ
ン
と
圧
力
を
か
け
ら
れ
、
オ
タ
オ
タ
し

て
い
る
政
府
に
全
く
ヽ
情
け
無
く
な
り
ま
す
C

第
一
二
次

世
界
大
戦
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
日
本
政
府
に
「
し

っ
か
り
し
て
よ
！
」
と
言
い
た
い
＾
～

（
川
北
痔
子
／
年
金
生
活
者
／
豊
中
市
）

●
い
つ
も
真
実
を
率
直
に
伝
え
る
ご
努
力
と
勇
気
に

敬
意
を
表
し
ま
す
＾
梅
林
さ
ん
、
ご
健
闘
を
い
つ
も

お
祈
り
し
て
い
ま
す
ヘ
・
（
森
田
宗
一
／
弁
護
士
／
東
京
都
）

●
「
社
会
を
見
直
す
メ
ガ
ネ
」
（
国
土
社
・
松
埼
重

広
著
・
板
倉
聖
宣
監
修
）
は
大
変
よ
い
本
で
す
＾
＂
お

子
様
向
き
の
本
で
す
の
て
、
皆
さ
ん
の
お
子
様
に
よ

ま
せ
て
は
ど
う
で
す
か
へ

●
厚
木
基
地
の
近
く
（
徒
歩
五
分
）
に
住
ん
で
十
年

に
な
る
。
今
日
も
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
が
爆
音
を
た
て

て
飛
び
か
っ
て
い
る
へ
し
そ
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
音
の
間

き
わ
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
し
か
っ
て
革
命
闘

争
下
の
カ
ン
ボ
ジ
ャ
て
の
体
験
を
思
い
お
こ
す
毎
日

だ
c

当
地
に
住
ん
で
い
る
と
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
音
に

よ
っ
て
世
界
中
の
軍
事
情
納
が
判
断
で
き
る
よ
う
だ
。

ま
さ
に
戦
時
下
に
い
る
よ
う
で
、

：．：ャ．....... 
・・・・・・・・ヤ・
:•:.: .•.. ? .•..•. :.:•さ． 
． ： ．． ： ．．． ：：予・:.:．． ：．：．： ．． ：．：．：予・：・・え::
;.: ... :.::.: .. : .. :•: .•. : .•. : .•. :.: .. :.:.: ... 
.. : .. :..;•:・・え•:·:•:L·-. • 
．．．．．．．．ゞ・•

．．．．：妾登恕詞痴：：：；・• 
• :::{・：.. 

• :: 

◆
皆
さ
ん
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
紙
面

へ
の
感
想
、
批
評
、
ご
意
見
、
身
の
ま
わ
り
の
耳
よ

り
情
報
、
運
動
へ
の
提
案
、
ア
ピ
ー
ル
：
．
、
内
容
は

自
由
で
す
。
同
封
の
読
者
カ
ー
ド
を
ご
利
用
下
さ
い
。

ハ
ガ
キ
で
は
足
り
な
い
ゾ
、
と
い
う
方
も
大
歓
迎
。

｀
 

最
大
二

0
0
0
字
位
を
目
途
に
投
稿
し
て
下
さ
い
。
、

お
名
前
を
紙
面
に
載
せ
て
よ
い
か
、
あ
る
い
は
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
ご
明
記
下
さ
い
。
ご
指
示
が
無
い
場
合
に

は
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
編

集
部
）
。

（
ト
ン
チ
ン
カ
ン
／
運
転
手
／
東
京
都
）

い
や
事
実
そ
う
な

（
十
ニ
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

っり

ト
い
作

マ喰し＼虫を］：；：：：：；：：｀。ら、ミ：コFイ：；、りtf~1:;:こー｀；：ー：fヽ
し．・ょに．••••::•••• :・・・ : •. ::]:..: ．． ： 乞江竺し、：:E。ス：口：；：：しら‘;:g: 
ま．し•よ・•・ • ••う•••:.•.•• :::t:;3:：：：：：） ： ； ： ：言ら：： ：考しえ、：しし、：悶°つ：

••:••X•: i．ざ：．：．． ：．：••浜•:•••:•唸：．：．． ：．：支．：．． ：．：：：？．： ．． ：．：：：．： ．． ：：支．：．：．：．． ： ．． 淡籍淡・・蒸・洛冬．：．：．． ： ．． ： ．． ：．： ．． :.:••:· 
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ン一邑．．．．］：日2日0::::::7 ：砂SOトニし3、:1[1分室です。
10月21日（日） 午後2時から

公
明
党
が
こ
う
い
う
時
に
馬
脚
を
あ
ら
わ
し
て
く
る
。

日
本
は
窓
法
に
よ
っ
て
自
衛
隊
派
遣
で
き
な
い
が
、

多
国
籍
軍
、
国
連
軍
の
軍
費
に
わ
れ
わ
れ
の
税
金
を

支
出
す
る
と
は
何
事
だ
c

あ
ら
ゆ
る
階
層
の
良
心
に

訴
え
て
、
あ
ち
こ
ち
で
ノ
ロ
シ
を
あ
げ
る
よ
う
働
き

か
け
て
下
さ
い
。
私
は
病
気
で
動
け
な
い
(

8

4

オ）

の
で
一
言
お
願
い
を
。

（
つ
づ
ら
わ
た
る
／
東
京
都
小
金
井
市
）

●
八
月
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
私
の
住
む
地
域

（
熊
本
県
八
代
市
）
で
は
昨
年
に
続
き
二
回
目
の

「
平
和
の
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
し
た
＾
）
主
に
小
学

校
の
体
育
館
を
巡
回
し
た
の
で
、
子
供
達
や
家
族
連

れ
が
た
く
さ
ん
見
に
来
て
く
れ
ま
し
た
◇
私
は
「
核

兵
器
と
日
本
の
軍
縮
」
の
パ
ネ
ル
作
り
を
担
当
し
、

核
兵
器
で
核
兵
器
を
威
圧
す
る
こ
と
の
愚
と
危
険
性
、

ま
た
、
い
ま
や
日
本
は
世
界
の
軍
事
大
国
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
等
を
学
び
ま
し
た
c

今
、
イ
ラ

ク
問
題
で
自
衛
隊
派
遣
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ

の
論
理
で
は
な
く
、
平
和
主
義
を
徹
底
し
て
貫
く
姿

勢
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
c

（
小
林
み
ど
り
／
施
設
職
員
／
八
代
市
）

●
ソ
連
・
東
欧
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
で
社
会
主
義
優

位
の
神
話
の
崩
壊
・
社
会
主
義
の
全
般
的
危
機
と
民

主
主
義
の
再
生
す
る
世
紀
末
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
世
界
軍
縮
・
地
球
環
境
第
二
年
の
今
年
、
東



月刊トマ喰い虫 198碑 6月18日第三種郵便物認可 毎月 1回20日発行1990年9月20日発行第5併号（通巻6伊が (12) 

反トマホーク運動
i n 

第 12回全国会議横褒賀

のご案内

11 ~ 3日（土・文化の日）
フォーラム：

ポスト冷戦時代の日本の
反核反基地運動

午前9時30分開会

①ポスト冷戦：何がかわり何がかわらないか (9:30 

から） ／②各基地と運動の状況（ 13:00から） ／ワ

ークショップ：反核反基地運動に何ができるか (19

・OOから）

［問題提起］海棠新／梅林宏道／前田哲男

吉川勇ー／ほか

［会場］ 9:30~17:30横須賀教育会館

19: 00~22:00横須賀平和センター

1り4日（日）
会議：行動フ゜ログラム

［会場］横須賀教育会館

［参加費］ 2500円（資料代含む）

［宿泊費］一泊2000円（軽朝食付き）

●朝8:00から、浦掲弾薬庫の見学もあります。朝8時

京浜急行「追浜」集合

午前9時30分開会

詳しくはトマ喰い虫社までお問い合わせを

［収入］

0前月からの繰越

経常繰越
借入金繰越

0今月の収入

会費収入

維持団体
維持個人
参加団体
参加個人
通信会員

カンパ収入

行動収入

資料収入

反核ホットライン収入

アンケート調査収入

口支出：

●今月の支出

家賃

水道光熟費

電話代

郵送費

文具代

印刷費

行動費

資料経費

反核ホヽットライン経費

アンケート調査経費

郵便振替等手数料

●次月への繰越

経常繰越
借入金繰越

内

訳

会計報告
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トマホークの配備を許すな！全国運動

第 12回全国会議

1 9 9 0年11月2日（金）、 3日（土、文化の日）、 4日（日）

横須賀教育会館／横須賀平和センター

空母ミッドウェーの航跡 (1987-88) （クルーズ・ブックより）
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空母インデペンデンスより平和へのインデペンデンスを！
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やっと秋らしい雰囲気になりましたが、どこか例年と違う気候が気にな

ります。中東危機の行方は混沌として、日本社会に激しい変化を引き起こ

そうとしています。そんな中で、スエーデンの仲間から、 2年以内に第二

のニュージーランドになると決定した社民党（政権党）大会の生々しい報

告が飛び込みました。

今回の反トマ全国運動の全国会議は、急速に変化する世界の中で日本の

反核・反基地運動の役割と今後の方向を問い直すテーマを立てて開くこと

にしました。反トマ全国運動は、自律的な地域グループや個人のネットワ

ークで、全国会議と云っても自由でオープンな運営を心掛けています。

今回は特に 11月3日の「フォーラム：ポスト冷戦時代の日本の反核反
基地運動」を中心に活発な討論を期待しています。是非、ご参加下さい。

1 1月2日（金） 1 9 : 0 0～ 横須賀平和センター（船越教会）

準備会議 運営委員を中心にテーマの整理と諸準備の相談。運営委員

以外の参加も自由。

1 1月3日（土） 9 : 3 0~1 7 : 3 0 横須賀教育会館

1 9 : 0 0~2 2 : 0 0 横須賀平和センター

フォーラム：ポスト冷戦時代の日本の反核反基地運動

①ポスト冷戦：何が変わり何が変わらないか

問題提起 デタント後の米ゾ世界戦略

デタント後の太平洋

デタント後の自衛隊

（休憩 5分）
討論

ランチ・タイム (12:00~13:00) 

(9:30~12: 00) 

海棠新

梅林宏道

前田哲男

②各基地と運動の状況 (13:00~17:30) 
第一部 (13:00~15:00)

沖縄／九州（鹿屋、鬼界島、えびの） ／佐世保／岩国／呉／

日本原／舞鶴／小松／依佐美・小牧

（休憩 3 0分）

第二部 (15:30~17:30)

上瀬谷／横田／立川／厚木／相模原・座間／横須賀／新潟／

三沢／北海道

夕食・移動 (9 0分、会場の教育会館から 5分の横須賀中央駅周辺

で、それぞれに夕食をとって18 : 3 0分に駅前に集まる。揃って電

車で次の会場、横須賀平和センターに移動する。）

③ワークショップ：反核反基地運動に何ができるか(19:00~21:30) 

問題提起 湯浅一郎（トマホークの配備を許すな！呉市民の会）

新倉裕史（非核市民宣言運動ヨコスカ）

吉川勇ー（市民の意見30の会）

自由討論

1 1月4日（日） 8 : 0 0~9:30 基地見学

9 : 3 0~1 5 : 0 0 横須賀教育会館

フィールド・ワーク：浦郷弾薬庫見学 (8 : 0 0~9 : 3 0) 

集合：京浜急行「追浜」駅 8:00 

（平和センターにとまった人は平和センターから車で移動）

会議：行動プログラム (9 : 3 0~1 2 : 3 0)横須賀教育会館

経過説明 湯浅一郎

提案 日本の非核化戦略小原直樹（グリンピース・ジャバン）

討論

実務会議

インデペンデンス母港阻止 新倉裕史

コモンデイトなど 田巻一彦（月刊「トマ喰い虫」編集長）

その他

1 3 : 3 0~1 5 : 0 0 横須賀教育会館

議題提出 各コーディネーター

討論

記者会見
ー-

1 5 : 0 0~1 6 : 0 0 横須賀教育会館



■会場案内

横須賀教育会館

（京浜急行「横須賀中央」下車、徒

歩5分。快速特急で品川から45分、

横浜から 20分。新幹線の場合は新

横浜から地下鉄に乗って「上大岡」

で京浜急行に乗り換えるのが便利。）l.. ‘‘‘スーパー

横須賀平和センター（船越教会）

（京浜急行「田浦」下車、徒歩15 

分。各駅停車しか止まりません。 「

金沢八景」で各駅停車に乗り換えて

下さい。新幹線の場合上記と同じ。）

V
噌
卜
•
も

乃

[

；
 』、

■参加費 2、50 0円（通しの参加費。資料代含む。遠距離参加者へ

の交通費一部分担を含む。 2日だけの参加者も同じ。）

■宿泊 横須賀平和センターに泊まります。 1泊2、00 0円（軽朝食
付き）

■ワークショップ 3日夜のワークショップ「反核反基地運動に何がで
きるか」は、交流を兼ねてビール・ジュースを囲んで行ないます。その参

加費は別途1、00 0円です。

■配布資料 各地、各グループ・個人の報告時間が限られているので、

出来るだけ資料を用意して補うことを呼び掛けています。その場合、資料

は60部ご用意下さい。 10月25日迄に版下を送って頂ければ、事務局

でマスプリを致します。

■参加申し込み 参加される方、特に宿泊希望の方は、 10月25日（
木）までに、トマ喰い虫社までご連絡下さい。通信に同封されている読者

カードをご利用頂くと便利です。電話・ FAX連絡の場合は分室の方が確

実です。分室電話045(563)5101、FAX045(563)9907。
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中東危機：

今こそ反戦の声を！

8月2日に始まるイラクによるクウエートヘの軍事侵攻、併合という事

態で日本の世論は騒然としています。戦後の日本の安逸に来るべくして来

た黒船が襲ったのです。

この事態に私たち自身も立ち後れていることを聡めざるを得ません。し

かし、月刊「トマ喰い虫」に寄せられる通信や、私達のネットワークを構

成している各地のグループの機関紙などを見ると、それぞれの個人やグル

ープで、この事態に反応するさまざまな試行錯誤が始まっていることがわ

かります。

伝え聞く所によりますと、 9月1日～2日にスエーデンのエーテボリで

開かれたNAN（北大西洋ネットワーク、大西洋沿岸各国の草の根平和グ

ループのネットワーク）の年会では、この問題で統一的な決議を採択する

には至らず、それでも多くの参加者が文書にサインをしたとのことです。

私たちの参加しているPCDS（太平洋軍備撤廃運動）でも討論が始ま

りました。しかし、この組織がネットワークの性格であり、各国の反戦平

和運動の歴史も現状も違う中で何が最もPCDSとして貢献し得るかで試

行錯誤しています。そんな中で、各地の議論を促す趣旨で一つの「まだ主

人公のない」素材文書を回覧することになりました。

反トマ全国運動としては、とりあえず、私たち自身の考えを発展させる

材料とするとともに、他の人々にも参考にしていただくために、これを翻

訳してお送りすることにしました。ご活用下さい。添付しましたのは、

①p. 2~5 「19 9 0年8月27日：地球規模の危機」 (PCD S 

で回覧している素材文書）

②p. 6 カナダの 1グループが、①の文書を採用し、それに添付して

実際にカナだ国内で送付した時の頭書き文書。

1990年9月15日 トマホークの配備を許すな！全国運動
1 
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1g和知耀碍r恥性知浄む這匹瓢翫恥が、この知疇
謬心鳴疇、叫霊亨叫直£身屠碕ぶ＼て、＼み。

心忍必麟ば恥視和叱麿犀知閲ぶ恥如叫砂縫ね` m硬邑工籾霧孤叫‘(f)ざざぃ這詞‘内恥fふ我和応起、ンす心
心訊応＼靡、家長ゎビ瓜l崎燿l(Jl知恥、直兎噸ふ騎
翫屁年攣知叫応叫か絨疇諺叫釦心

八町レシ＿ぐ達忍成叶飩這lしほう函紅恥努叩．戯叩戌盛謹硬碍にも

珈）濯．詞、ゾ也、7訊．知、1叩麟ドイ‘')心ても「ふれ「こ～朽伽蓄ぇ叩I;

鵡ヒる叫1疇屠恥豹虚ャ、合わさ，，て団‘f心紛咎凶渇殺）＜武器祠灼豆譴

シ］積訊臼浮厄、、ゐ。「素弔ぃ祉的碍切”l.J厄息昧ね「忠滋峰溝；Jぃう
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鯰ェ` 呪も済滋心？翫、如、＼戦象曰恥ぃ硯知署厨ll和レじ嘉蔽叩知2
珀眩肉ri麺ぇ、松。

払知、こ疇汽‘直1が国渇碕り汀応王、、汀叫応叫邸函贔炉賃
丑1(1靡叩扇叫］であJカーt詞叫恥砂疇節れ咸珈履騎秘。

閾ば．謬叫溝疇鱈叶畑訊恥加謡扉底輝紺ふ疇わ贔，シ
甘秘辰恥版忍々馴嘔尤叫か道、＼爪疇恥。

勧署

／ 知和、この約争兄叫心臼昇：：、社＼れがT譴，庄(P鵡己れ叫こ

｀い疇噸い籠r.=倉祖『1]和知和rふレIシ仰的噂疇
J加、最r刷翡jI'.:籾磨ももク汀疇う履瓢り。

え、払也1.t、寸八` m卦知這声叫疇f尉わ峰秘尤、もレて玩的

責ね‘刈疇ふ叡9加砂心崎知崎詞如疇叫て、現
“義疇亭叫這疇枷秘鴨『謬心扇心噸叫詞秘認

知麟直。

3 恥紅宣卜h‘加 1デ｝恥麟疇ハ烈瓢汎。

l十 ね杞J. ~うりが、I 7尻い1うりサ1)1べて孔揺lい訊釘輝］蒻と
虚砥り吋祈i叫贔も、もして吐＼り屈詞知寇ば市バ訊清加じ叫い

“［知麟v¥ふ

と似和、修］砂t心砥］の昴応｀ぺ砂ふ疇n‘り麟疇脳疇＜

瓢叶。

ら 払釦イラ九叫詞翫叫（、fイ一叫）trJ蜘疇贔蟻鯰Iも、もの
ょう厄ポイコいりふ詞叩＼；ば(J)laj翡叫咋‘如ぃぅ哨婿炒って忍祐派

飼蒻駆知飼諏闘。私も1｛翫恥戸国昂蜘噸5利如）も樟1
叩詞向噂鱈贔鯰，舟狙競心加命秘蒻、朔麟ぷ］。
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1 応，和砕恥翫叫疇サ叫濯疇Tンf)1埠か髯虐、几紅
国ぅ遠伽最，l灯枷叫項鱈裔叫濯；麟尤、年出遥漣
遁叩碍叶p麟叫｀愁咀贔レ目。

8 私知，叱恥ゞ仔りい］呪ヤ可渇透叶恥邊勾希叩邊組着行

訪贔、恐喉祗u輝。

り 払知．虹応鱈靱l11、「萩峠遅」をつ0況賓和騨蛉応｀＇心
考直ぅフレ屯対砂訊、5知咀翡ぱ引，

紅揺］1::;ば、

10 私和 1心畔和平ft＾閏ぶn碍I}臼‘かし，｛疇翫輝
恥り遥叩かじ翫行術叶辱行砂叫汀知喀翡可。

／／．私知、 4うり屑叱の他吋べての国々 A(fl式喘清籾布叫峠疇知印

叶bT-;i.）じ輝、履謬，J｛u、、9ふ恥砂他の式釦知釦匁翡虚
訊、知麟吋。

IZ 私知、柚約浮紅綱囃且茸認ふ如凋為ふて蒻輪入ヘ1J)

麟紅義汎ょうh魯翫九戊玖烙汲印筑。

13、払知化ふlrゐ謁｀昂心砂心註祉め吋双外郊鳴柘し5叙
狛~u吋。

11/.- 九遅ば、誓も‘以 Iょ国〗の隊屠和｀、 自召尤足い‘う民名勾fょ暑稔，1ぷょク
叫K消む珀恥印届遭魏直§知J冗秘骸均1バジパ的｀〖訊
レ祠。
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打ナダ臼直軌甜遥哉閏戎応

点叩叫謳馴鵡和粛着諷関秘麟＇i.豆喝房
叫柘心紅緬丘私祖、1ょ翰：：打ナダ］関して以和勧知っljPO註ふ

I 私遵IX．叩輝直知印碍息麟霞碕鵡譴知過程が＇

詞叫「か厨滋紹詞麟蒻昴落麟吋。

z 私畠ihrダ` 和切中む珈‘グていなhrq̀ '恥ギ和維埓叫冗J1あわる

訟一臥連庫の指印叶玉置＜シレし荻哨鴫u祠。

3` 繹J町麟ぶ、繹卿0)創追看砂珈叩疇ら」濯靡印謬

珈孔叫1J:珈叩嘴珈紛争吋入て砕昴者I:::i加麿母這知
紅叩輝叫碍励髯し、iI嘉疇麟応疇恥声疇

如疇／崎望仕むしいう言忍誠誌って舷疇歳訊布ばん紺虹可紛秘

ょう砂w這着芦麟鵡忍李請ほq.

チバ贔叩'7、1レ-7°
町グ、ブリ示ィッ五叩旭了-H-1
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